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1993年 日本オラクル株式会社に入社。
SEマネジメントの他、システム分析コンサルテイング実施

1995年 PCサポートサービス、及びPC製品開発責任者
情報処理技術者試験データベース・スペシャリスト・
カリキュラム委員

1996年 研修ビジネス責任者、オラクルマスター制度を確立し、
1年目から合格者1万人達成

2001年 システムエンジニア統括・執行役員
2003年12月 ITSSユーザー協会設立 専務理事

JISA「人材育成委員会」委員、経済産業省「評価ガイドライン策定委員会」委員
2004年7月「株式会社 スキルスタンダード研究所」設立 代表取締役社長

IPA発行「ITスキル標準ガイドブック」レビュー委員
2004年10月 IPA「ITプロフェッショナル育成協議会」委員
2005年1月経済産業省「ユーザー用ITスキル標準策定委員会」オブザーバ
2005年9月 IPA「ITスキル標準経営者向け概説書策定委員会」委員長
2005年10月 IPA「ITスキル標準V2改定委員会」委員
2005年10月 経済産業省「ユーザー版ITスキル標準策定委員会」オブザーバ
2006年5月 第2回「IPA賞人材育成部門」受賞
2006年6月 経済産業省「情報システムユーザスキル標準策定委員会」オブザーバ、同有効活用WG委員
2006年9月 IPA「ITスキル標準V2_2006改定委員会」委員
2007年6月～ 経済産業省「情報システムユーザスキル標準策定委員会」普及啓発WG委員
2007年9月～ IPA「ITスキル標準V3改定委員会」委員

高橋秀典 略歴
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コンサルティング実績

ファイザー株式会社 株式会社リクルート

株式会社サイバード ヤンセンファーマ株式会社

アフラック（アメリカンファミリー生命保険会社） プロミス株式会社

株式会社ワイ・ディ・シー 株式会社日本コンピュータコンサルタント

株式会社インフォセンス 伊藤忠テクノサイエンス株式会社

テンプスタッフテクノロジー株式会社 三菱UFJ証券株式会社

T&D情報システム(大同生命・太陽生命)  関西電力株式会社

住友化学システムサービス株式会社 キーウェアソリューションズ株式会社

名古屋地区5社 キムラユニティー

サンテック

ＣＭＣ Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ

システムハウス

システムリサーチ

(順不同)
以上、公表をご了解いただいている企業です。
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IT人材をとりまく環境
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企業の状況

○ エンジニア育成の感覚が希薄
長すぎた「エンジニアを用意すれば成り立つ」というビジネス形態
どこにもスキルの蓄積ができない ← 大手企業は外注管理が主体

下請けの企業群は仕事が縦割り

○ 不十分な人材育成・調達プラン
エンジニアのスキルを十分把握せずに目標設定し、そのしわ寄せが

プロジェクト失敗につながっている。
場当たり的なプラン ← エンジニアのスキルの把握が不十分

目標設定があいまいなので、人材育成・調達プランが
不正確



Copyright © Standard Skills Institute co.,ltd, 2008. All rights reserved.
.

6

客観的な指標

○ プロジェクトの成功率
赤字に陥っていないプロジェクトは26.7％のみ
(日経コンピュータ 2003年11月17日号)

○ IT系企業の取り組み
技術者の10人に1人しかプロジェクトマネージャになりたいと思っていない
(日経コンピュータ 2005年7月11日号)

○ 教育機関との連携
大学では学問的なコンピュータ科学に徹し、産業界が期待する実務的な
分野は、就職後企業側で再教育しなければならないという無駄を引き起
こしている
(経団連 2005年6月レポート)
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参考資料 日本のＩＴ関係社員の意識（１）

やる気を高め持続させることに直結する要因

（複数回答可）

日経ＩＴﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ 2006年1月号『やる気マネジメント術』より抜粋

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

仕事量が減る

能力的に厳しいギリギリの仕事が与えられる

部門やチーム内で仕事量の公平感が保たれる

部下や後輩を指導する

納得できる理由があって叱責される

資格を取得する

ITエンジニアとしてのよき競争相手が出現する

趣味に興じる

休みを取る

仕事上の課題を見つけて解消する

昇進する

与えられた仕事がﾁｰﾑや顧客等にどう貢献するかが分かる

主体的に仕事ができる権限を与えられる

上司等が意思決定する時のﾌﾟﾛｾｽが明確に示される

手本になる人と出会う

やりたい仕事を任される

自分のｽｷﾙや成果について上司が認める

ビジョンや目標が明確になる

顧客に感謝される

スキルの伸びを実感する

報酬が上がる報酬が上がる

スキルの伸びを実感する

顧客・ビジネス部門に感謝される

ビジョンや目標が明確になる

自分のｽｷﾙや成果について上司が認める

やりたい仕事を任される

手本になる人と出会う

上司等が意思決定する時のﾌﾟﾛｾｽが明確に示される

主体的に仕事ができる権限を与えられる

与えられた仕事がﾁｰﾑや顧客等にどう貢献するかが分かる

昇進する

仕事上の課題を見つけて解消する

休みを取る

趣味に興じる

個人としてのよき競争相手が出現する

資格を取得する

納得できる理由があって叱責される

部下や後輩を指導する

部門やチーム内で仕事量の公平感が保たれる

能力的に厳しいギリギリの仕事が与えられる

仕事量が減る
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

思うように昇進できない

成果が出ているかどうか分からない

組織内で孤立感を覚える

自分の仕事が何に対してどう貢献できるのか明確でない

お手本となる人が周りにいない

組織の重要事項なのに、誰がどんな理由でそう決めたの
か分からない

自分のスキルが伸びている手応えがない

興味を持てない仕事を任される

参考資料 日本のＩＴ関係社員の意識（２）

やる気を阻害している状況や制度

（複数回答可）

日経ＩＴﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ 2006年1月号『やる気マネジメント術』より抜粋

組織のビジョンや目標があいまい

興味を持てない仕事を任される

中長期的な自分のキャリアプランを描けない

自分のスキルが伸びている手応えがない

給与が低い

組織の重要事項なのに、誰がどんな理由でそう決めたのか分からない

自分への評価が低い

お手本となる人が周りにいない

与えられた権限が乏しい

自分の仕事が何に対してどう貢献できるのか明確でない

仕事量が多すぎる

組織内で孤立感を覚える

割当てられた仕事量が不公平

成果が出ているかどうか分からない

不本意な移動や転職を命ぜられる

思うように昇進できない
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IT人材への強い関心 (1)

出典：ガートナー

・日本のCIO職の2007年取り組み課題ランキング
1．IT人材の確保・育成・保持
2．ビジネスとITの戦略、及び計画の連携強化
3．ITガバナンスの改善
4．全社レベルの変革構想のリード
5．ビジネス成長を可能にするプロジェクトの導入

・アウトソーシングの目的
1．人材不足の解消
2．高度なITスキルの活用
3．コストの削減
4．社内要員の戦略領域へのシフト
5．経営資源の選択と集中化
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IT人材への強い関心 (2)

出典：JUAS

・IT企画力の必要性
業務課題を解決するための業務プロセス、及びシステムの
企画を立てること
・ビジネス部門へのヒアリング
・課題抽出・分析
・システム化の目的や範囲決めの設定
・課題を解決するための業務・システム設計
・システム化、及びプロジェクトの計画

・情報システム部門の企画提案力に対するビジネス部門
の満足度

非常に不満・不満：39％
満足・非常に満足：9％
普通：48％
あまり期待していない：4％
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組織とIT人材

・組織を弱体化させる視点
− 「コア機能 VS 非コア機能」の切り分けの不適

− 否応無いトップダウンでのコスト削減要求

− IT部門の企画・戦略機能への特化

− 形骸化・現場の関係遮断を促すSLAの導入・利活用

・IT人材に不足しているスキル
− 上流工程、特に要求分析・機能分析・データ分析手法に関する

モデリングスキル

− マネジメント能力・リーダシップ・コミュニケーション能力などのヒューマン

スキル

− 課題発見力、計画立案力などのコンセプチュアルスキル
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ITサービスの役割と人材戦略策定

の考え方
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ユーザの要求に対応
Fulfilling Customer’s request

運用効率の追求
Operational Efficiency

差別化
Differentiation

受身
Passive

能動
Positive

サービス
Services

付加価値
Value added

ビジネスサポート

効率化

effective Business 
support

ビジネスでの可能性

コストと価値のバランス

Availability in business 

Balance of costs and 
values added

Driver Merits

ユーザ満足
Internal

Customer
Satisfaction

機能的
Functional
initiative

戦略マーケ
ティング
Strategic 
Marketing
Approach

ユーザ志向
Customer Oriented

ビジネス推進力
Business Enabling

真の戦略
パートナー
True Strategic

Partner

ビジネス価値の評価
Evaluate

Business Value

進化のプロセス
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Governance & Strategy
IT Enterprise 

Strategy
Service 
Strategy

IT Risk 
Management

Enterprise 
Architecture Mgmt Portfolio Mgmt. 

Administration
Financial Planning 

& Analysis
Vendor 

Management
Organizational 

Communications
Organizational 

Training
Human 

Performance Mgmt

Acct./Portfolio Mgmt. 
Customer 

Demand Mgmt
Customer 

Funding Mgmt
Customer  Care/ 

Engagement Mgmt
Customer 
Marketing

Program/Project Delivery
Project 

Management
Program 

Management

Engineering
Infrastructure 
Engineering 

Process 
Engineering

Application 
Engineering

Service Delivery & Support
Incident 

Management
Change 

Management
Configuration 
Management

Capacity 
Management

Service Level 
Management

Problem 
Management

Release 
Management

Availability 
Management

IT Service 
Continuity Mgmt

ITプロセス概観図
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セキュリティ
サービス

メッセージング
サービス

エンドユーザ
サービス

ネットワーク
サービス

アプリケーション
ホスティング
サービス

Service Delivery & Support Processes 
(ITIL-based)

Engineering Processes

Program & Project Delivery Processes

Account & Portfolio Management Processes

Administration Processes

Governance & Strategy Processes

ITプロセスと提供サービスの関係
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IT人材戦略策定の要件

組織力強化
・IT組織が持つべき機能の洗い出しとチェック

・メンバーのスキル把握と組織設計
・プロジェクトへのアサインへの適用

組織および人材の役割と育成計画の明確化
・育成計画立案
・キャリアパス策定
・採用基準の策定
・ITに関わる人材の評価
・情報子会社やITベンダーとの分担の明確化

・内外リソース戦略の立案

出典：UISS有効活用ガイド/ JUAS
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私の仕事は、
システム構築時に、ユーザ部門のニー
ズをまとめて内容を決めたり、出来上
がったシステムをどう運用するか考え
たり、それから、XXXシステム開発プロ
ジェクトではリーダをやっていて・・・。

IS企画

IS企画評価

プロジェクト
マネジメント

IS企画の策定

IS導入計画の策定

調達と調達マネジメント

システム運用指標策定

業務運用指標評価

プロジェクト計画策定

プロジェクト追跡と実行
管理

対象業務システム
課題の定義

業務プロセスの企画

システム方式の策定

【現状】

【あるべき姿：業務機能で明確化】

役割と責任範囲の明確化

出典：UISS有効活用ガイド/ JUAS
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ユーザ企業

IT組織及び人材の役割・
キャリアパスの明確化

組織力強化

ITサービス企業への
発注時の利用

ITサービス企業

部門長、
プロジェクトマネージャ

調達担当者
発注担当者

メンバ

IT組織が持つべき機能の
洗い出しとチェック

IT組織が持つべき機能の
洗い出しとチェック

メンバのスキル把握と
組織設計

メンバのスキル把握と
組織設計

プロジェクトへの
効果的アサイン

プロジェクトへの
効果的アサイン

育成計画立案育成計画立案

キャリアパスの策定キャリアパスの策定

採用基準の策定採用基準の策定

IT人材の評価IT人材の評価

内外リソース戦略の
立案

内外リソース戦略の
立案

役割分担明確化役割分担明確化

採用担当者

企画担当者、
人材開発担当者

役割と責任範囲の明確化

出典：UISS有効活用ガイド/ JUAS
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ITスキル標準(ITSS) ＆

情報システムユーザスキル標準(UISS)
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ITSS V3、UISSリリースまでの道のり

ITSS V1.0 ･ITｽｷﾙ標準 ITSSUG ITSSUG ITSS V2 UISS ITSS V2 UISSITSS V3
ﾘﾘｰｽ ｾﾝﾀｰ設立 設立 NPO化 ﾘﾘｰｽ ﾘﾘｰｽ _2006 V1.1 ﾘﾘｰｽ

・ITSS V1.1 ﾘﾘｰｽ ﾘﾘｰｽ UISS V1.2
ﾘﾘｰｽ ﾘﾘｰｽ

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008

12 ｜ 7 12｜ 6 ｜ ｜4 6 10 ｜ 6 ｜ 4

ｽｷﾙ評価 ITプロフェッショナル ITSS V2改定 ITSS V3改定

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ委員会 育成協議会 委員会 委員会

ﾕｰｻﾞ版ｽｷﾙ UISS策定 UISS改定委員会
標準策定委員会 委員会 有効活用ガイド策定

産業構造審議会
人材育成WG
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・ITSSキャリアフレームワーク
→職種専門分野視点

・達成度指標定義
→仕事の成果を評価するための指標

・ スキル熟達度定義
→仕事をするためのITスキル定義(職種専門分野毎)

・スキルディクショナリ
→仕事をするためのITスキル、知識定義(スキル領域分類)

・研修ロードマップ
→ITSSキャリアフレームワークにおけるトレーニングの位置づけ

ITSS V3の構造と視点

専門分野
共通スキ
ル項目

専門分野
固有スキ
ル項目

知識項目（中項目） 知識項目（小項目）

シ
ス
テ
ム
開
発

Ｉ
Ｔ
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
サ
ー

ビ
ス

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
製
品
開
発

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

シ
ス
テ
ム
管
理

デ
ー

タ
ベ
ー

ス

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク

分
散
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

業
務
シ
ス
テ
ム

業
務
パ
ッ
ケ
ー
ジ

基
本
ソ
フ
ト

ミ
ド
ル
ソ
フ
ト

応
用
ソ
フ
ト

ハ
ー

ド
ウ
ェ

ア

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア

フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ

ン

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン

サ
ー

ビ
ス
デ
ス
ク

全職種共
通

プロジェ
クトマネ
ジメント

プロジェ
クト統合
マネジメ
ント

－ プロジェクト憲章
作成

・ プロジェクト選定手法
・ プロジェクトマネジメント方
法論
・ プロジェクトマネジメント情
報システム（ＰＭＩＳ)
・ 専門家の判断

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全職種共
通

プロジェ
クトマネ
ジメント

プロジェ
クト統合
マネジメ
ント

－プロジェクト・ス
コープ記述書暫定版
作成

・プロジェクトマネジメント方
法論
・プロジェクトマネジメント情
報システム（ＰＭＩＳ)
・専門家の判断

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全職種共
通

プロジェ
クトマネ
ジメント

プロジェ
クト統合
マネジメ
ント

－プロジェクトマネ
ジメント計画書作成

・プロジェクトマネジメント方
法論
・プロジェクトマネジメント情
報システム（ＰＭＩＳ)
・専門家の判断

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全職種共
通

プロジェ
クトマネ
ジメント

プロジェ
クト統合
マネジメ
ント

－プロジェクト実行
の指揮・マネジメン
ト

・プロジェクトマネジメント方
法論
・プロジェクトマネジメント情
報システム（ＰＭＩＳ)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

職種

ＩＴスペシャリスト

専門分野

スキル項目 知識項目 プロジェクト
マネジメント

スキル
カテゴリ

アプリ
ケー
ション
スペ
シャリ

ソフトウェ
アデベロッ

プ
メント

カスタマー
サービス

オペレー
ション

コ ミ ュ ニ テ ィ
活 動

ﾌﾟ ﾛｼ ﾞ ｪｸ ﾄﾏ ﾈ ｼﾞ ﾒﾝ ﾄ の ﾘｰ ﾀ ﾞｼ ｯﾌ ﾟ

ﾌﾟ ﾛ ｼﾞ ｪｸ ﾄﾏ ﾈ ｼﾞ ﾒﾝ ﾄの ｺﾐ ｭﾆ ｹ ｰｼ ｮﾝ

ﾌﾟ ﾛ ｼﾞ ｪｸ ﾄﾏ ﾈ ｼﾞ ﾒﾝ ﾄの ﾈｺ ﾞｼ ｴｰ ｼ ｮﾝ

最 新 技 術 動 向シ ス テ ム 設 計

シ ス テ ム 構 築

シ ス テ ム 運 用 /保 守

コ ン プ レ ッ ク ス マ ネ ジ メ ン ト

品 質 マ ネ ジ メ ン ト

プ ロ ジ ェ ク ト
マ ネ ジ メ ン ト

基 礎

イ ン ダ ス ト リ ア プ リ ケ ー シ ョ ン動 向

最 新 ビ ジ ネ ス 動 向

：職 種 共 通 ： 専 門 分野 別 選 択

プ ロ ジ ェ ク トマ ネ ジ メ ン ト （シ ス テ ム 開 発 ）の 研 修 コ ー ス 群 （ 体 系 図 ）

テ ク ノ ロ ジ

メ ソ ド ロ ジ

プ ロジ ェク ト
マ ネ ジ メ ン ト

ビ ジ ネ ス /
イ ンダ ス ト リ

パ ー ソ ナ ル

未 経験
レベ ル

エ ン ト リレ ベ ル ミ ド ル レベ ル ハ イ レベ ル

レ ベ ル １ レ ベ ル ２ レ ベ ル ３ レ ベ ル ４ レ ベ ル ５ レ ベ ル ６ レ ベ ル ７

プ ロ ジ ェ ク ト
マ ネ ジ メ ン ト

方 法 論

シ ス テ ム 要 件 定 義 技
法

コ ン サ ル テ ィ ン グ メ
ソ ド ロ ジ

Ｄ Ｏ Ａ 構 造 化 手 法

リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト

フ ァ イ ナ ン シ ャ ル マ
ネ ジ メ ン ト

調 達 マ ネ ジ メ ン ト

プロジ ェクトマ ネジメ ント

の契 約管理

プ ロ ジ ェ ク ト
マ ネ ジ メ ン ト

実 践

プ ロ ジ ェ ク ト マ ネ ジ メ ン ト 最 新 動 向



Copyright © Standard Skills Institute co.,ltd, 2008. All rights reserved.
.

22

レベルの概念

メンバリーダ責任者

社内に貢献 指導の下に実施業界に貢献
業務範囲（プロジェクト）内を

リード
業界をリード

レベル１レベル２レベル３

スキル活用度

プロフェッショナルとしての認知度
評価

指導の下に
出来る

一定程度で
あれば独力
で出来る

独力で全て出来る

スキル活用
実績

指導出来る

社内で認知される

市場で認知される

市場への影
響力がある

業務上の課題の発見、解決が出来る（使用）
ビジネス、テクノロジ、メソドロジをリードす

る（創出、開発）

プロフェッショ
ナルとしての
認知・リー
ダーシップ

レベル４レベル５レベル６レベル７

エントリレベルミドルレベルハイレベル

メンバリーダ責任者

社内に貢献 指導の下に実施業界に貢献
業務範囲（プロジェクト）内を

リード
業界をリード

レベル１レベル２レベル３

スキル活用度

プロフェッショナルとしての認知度
評価

指導の下に
出来る

一定程度で
あれば独力
で出来る

独力で全て出来る

スキル活用
実績

指導出来る

社内で認知される

市場で認知される

市場への影
響力がある

業務上の課題の発見、解決が出来る（使用）
ビジネス、テクノロジ、メソドロジをリードす

る（創出、開発）

プロフェッショ
ナルとしての
認知・リー
ダーシップ

レベル４レベル５レベル６レベル７

エントリレベルミドルレベルハイレベル

出典：IPA
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ITSSの概念と各々の関係

タスク

学習資源

能力活用

学習学習

スキル発揮
（スキル熟達度）

パフォーマンス発揮
（達成度指標）

組織支援・制度等

支援

ITスキル標準の範囲

職種の
説明定義

経験を通した学習

ビジネス
価値

タスク ：職種毎の投資局面の活動、解決すべき課題
学習資源 ：研修や本だけでなく、上司や同僚の経験も含む
組織支援・制度：教育、研修、OJT,ジョブアサイン等

タスク ：職種毎の投資局面の活動、解決すべき課題
学習資源 ：研修や本だけでなく、上司や同僚の経験も含む
組織支援・制度：教育、研修、OJT,ジョブアサイン等

職種 成果（業績）

スキルタスク ｺﾝﾋﾟﾃﾝｼｰ

出典：IPA
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ITSS V3活用視点

ITSS V3概要・第1部より抜粋：

①「企業によってビジネス戦略が異なる以上、投資すべき対象職
種も異なる。このため、ITスキル標準を企業へ適用する場合に
は、ITスキル標準の定義内容は共通指標として活用し、自社
のビジネス戦略に合わせて企業固有の定義内容に置き換えた
指標を設定することが求められる。」

特定状況における知識・スキル

製品やプロセス固有の知識・スキル

技術領域・業種業務別領域共通の知識・スキル

職種別領域共通の知識・スキル

全産業に共通的な知識・スキル

基礎的・概念的な知識・スキル

現場への
適用

ＩＴスキル標準
の対象領域

汎用性・転用性

具体性・固有性 製造など業種毎の知識、
個別製品特有のスキル等

出典：IPA
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ITSS V3活用の視点

ITSS V3概要・第1部より抜粋：

②「各企業は、ITスキル標準を共通指標として現場で特定できるレ
ベルで解釈あるいは再定義し、企業固有の指標として適用する。
これにより、企業間の解釈による差異を少なくすることができる。」

Ａ技法でモデリングできる
ＵＭＬを知っている

企業間、市場価値においては、
抽象レベルの用語で評価

（ＩＴスキル標準の評価基準）

各企業内においては、イン
スタンスレベル（特定技法、
製品等）で評価

（企業固有の評価基準）

Ｂ技法でモデリングできる
ＵＭＬを知っている

Ａ社のスキル定義：
オブジェクト指向設計ができる

Ｂ社のスキル定義：
オブジェクト指向設計ができる

モデリングできる
ＵＭＬを知っている

ＩＴスキル標準でのスキル定義：
オブジェクト指向設計ができる

企業に導入の際には、
必要に応じて再定義

出典：IPA
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ITSS V3活用の視点

ITSS V3概要・第1部より抜粋：

③「ITスキル標準は、事業活動における個人の貢献を的確に評価
しようとする観点から活用することが必要である。人材投資という
経営判断やビジネス戦略が伴わないままITスキル標準を導入するこ
とは、自社のビジネスや技術を担い、競争力を支えていくプロフェッシ
ョナルの重点育成策にはつながらない。ビジネス戦略に乏しく、単に
人事管理上の便宜性や処遇制度の見直しのために利用するだけ
では、逆に個人のモチベーション低下につながる恐れもある。」

出典：IPA
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ITSS V3活用の視点

ITSS V3概要・第1部より抜粋：

④「ITスキル標準の位置づけは、基準や仕様ではなく、参照モデルで
ある。すなわち各社がビジネス戦略の実現を目的に、人材の育成
に関わる様々な立場の人が人材育成について共通の認識を持つ
ために参照する指標ということである。「標準」といっても、自社のビ
ジネス戦略の実現に必要な部分だけを参照すればよい。すべてを
必ず使う、そのまま使うという位置づけにはないという理解が必要で
ある。」

出典：IPA
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ITSS V3活用の視点

キーワード

・「共通指標」

・「参照モデル」

・「ビジネス戦略に合わせて企業固有に再定義」

・「すべてを必ず使う、そのまま使うという位置づけにはない」
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キャリアフレームワーク

出典：IPA
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ITSS V3キャリアフレームワーク

出典：IPA

その他サービスマネージャテクニカルスペシャリスト
プロジェクト

マネージャ

システム

アーキテクト
ストラテジスト

産構審報告書の
人材像

ハ
イ

ミ
ド
ル

エ
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リ
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テ
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管
理

セ
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テ
ィ

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
製
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レベル７ス
ー
パ
ー
ハ
イ

レベル１
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レベル５

レベル６
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専
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野
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ジ

シ
ス
テ
ム
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理
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ョ
ン
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タ
ベ
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ネ
ッ
ト
ワ
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ク

Ｉ
Ｔ
ア
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シ
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グ

ネ
ッ
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ワ
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テ
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チ
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フ
ァ
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シ
ョ
ン

メ
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ィ
ア
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用
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セ
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型
製
品
セ
ー
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ス
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ー
ケ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

販
売
チ
ャ
ネ
ル
戦
略

業
務
シ
ス
テ
ム

アプリケーション
スペシャリスト

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

ＩＴスペシャリスト

基
本
ソ
フ
ト

ソフトウェア
デベロップメント

シ
ス
テ
ム
開
発

プロジェクト
マネジメント

研
修
企
画

エデュケーション

運
用
管
理

ＩＴサービス
マネジメント

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

カスタマサービス

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

イ
ン
ダ
ス
ト
リ

訪
問
型
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
セ
ー
ル
ス

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ＩＴアーキテクトコンサルタントセールスマーケティング
職
種



Copyright © Standard Skills Institute co.,ltd, 2008. All rights reserved.
.

31

IT投資局面と活動領域

主たる活動局面 従たる活動局面

システムの

運用と管理

システムの

運用と管理

運用計画/
運用管理

の策定

ハードウェア

ソフトウェア

の保守

ハードウェア

ソフトウェア

の保守

ハードウェア

ソフトウェア

の導入

導入計画

の策定

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ｺﾝﾎﾟﾈﾝﾄ

の保守

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ｺﾝﾎﾟﾈﾝﾄ

の運用

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ｺﾝﾎﾟﾈﾝﾄ

の開発

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ｺﾝﾎﾟﾈﾝﾄ

の設計

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

開発計画の策
定

システムの

保守

システムの

運用

システムの

導入構築

システム・コン
ポネントの

設計

システム構築
計画の策定

プロジェクトの

管理/統制
プロジェクトの

管理/統制
プロジェクトの

管理/統制
プロジェクトの

管理/統制
プロジェクトの

管理/統制

プロジェクト基
本計画の策定

ソリューション
の構築

コンポネントの
設計

ソリューション
アーキテク
チャーの設計

ソリューション
の枠組み策定

ソリューション
の設計

ソリューション
策定のための
助言

ビジネス戦略
策定の助言

目標/ビジョン
の提言

ビジネス課題

ｿﾘｭｰｼｮﾝ提案

ビジネス

戦略の確認

目標/ビジョン
の確認

ソリューション

保守

（ｼｽﾃﾑ/業務）

ソリューション

運用

（ｼｽﾃﾑ/業務）

ソリューション

構築

（開発/実装）

コンポネント

設計
(ｼｽﾃﾑ/業務）

ソリューション

設計
(構造/ﾊﾟﾀｰﾝ)

課題

整理／分析

（ビジネス/ＩＴ）

ビジネス

戦略策定

経営目標／

ビジョン策定

運用・保守開発戦略的情報化企画経営戦略策定

システムの

運用と管理

システムの

運用と管理

運用計画/
運用管理

の策定

ＩＴサービス
マネジメント

ハードウェア

ソフトウェア

の保守

ハードウェア

ソフトウェア

の保守

ハードウェア

ソフトウェア

の導入

導入計画

の策定

カスタマ

サービス

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ｺﾝﾎﾟﾈﾝﾄ

の保守

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ｺﾝﾎﾟﾈﾝﾄ

の運用支援

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ｺﾝﾎﾟﾈﾝﾄ

の開発

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ｺﾝﾎﾟﾈﾝﾄ

の設計

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

開発計画の策定

アプリケーション

スペシャリスト

ポネントの運用
支援

システム・コン

ポネントの設計
システム構築
計画の策定

IT

スペシャリスト

プロジェクトの

管理/統制
プロジェクトの

管理/統制
プロジェクトの

管理/統制
プロジェクトの

管理/統制
プロジェクトの

管理/統制
プロジェクト基
本計画の策定

プロジェクト

マネジメント

ソリューション
アーキテク
チャーの設計

ソリューション
の枠組み策定

ＩＴ

アーキテクト

ソリューション
の設計

ソリューション
策定のための
助言

ビジネス戦略
策定の助言

目標/ビジョン
の提言

コンサルタント

ビジネス課題

ｿﾘｭｰｼｮﾝ提案

ビジネス

戦略の確認

目標/ビジョン
の確認

セールス

ソリューション

保守

（ｼｽﾃﾑ/業務）

ソリューション

運用

（ｼｽﾃﾑ/業務）

ソリューション

構築

（開発/実装）

コンポネント

設計
(ｼｽﾃﾑ/業務）

ソリューション

設計
(構造/ﾊﾟﾀｰﾝ)

課題

整理／分析

（ビジネス/ＩＴ）

ビジネス

戦略策定

経営目標／

ビジョン策定

運用・保守開発戦略的情報化企画経営戦略策定ＩＴ投資の局面

と活動領域

職種

主たる活動局面 従たる活動局面

システム・コン システム・コン
システム・コン

ポネントの導入
構築

ポネントの保守

出典：IPA
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メーカ商社

商社事業の業務フロー メーカ事業の業務フロー

事業戦略/優位を
つくるしくみ

戦略を実現する機能・スキル

事業戦略/優位を
つくるしくみ

戦略を実現する機能・スキル共通

この部分を対象

UISSとは
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UISSの特徴

▪ 情報システムが、企業活動に直接的な影響を及ぼす重要インフラとなったことを踏まえ、
ユーザ企業における情報システム機能を経営的観点から体系的に整理したもの

▪ 従来、可視化されていなかった情報システム機能を、業務レベルで洗い出し、その業務に
求められるスキル、知識を一覧化したもの

▪ ユーザ企業固有の業務である①調達、②評価、③利活用、に関する職務とその能力も
定義したもの

※定義されている内容はITに関する専門能力のみであり、人事評価に直結するものではない

UISSを、各企業の情報化推進体制や推進者の立場に応じてカスタマイズすることで、
次に掲げるような目的を実現することができる。

1. 経営層自身および経営層への報告者の利用 → IT人材のポートフォーリオの把握
2. システム・ベンダへの発注時の利用

→ ユーザ主導の発注、役割分担の整合性／効率化
3. IT部門メンバの役割・キャリアパス理解

① 組織の観点 → 組織の生産性アップ
② 個人の観点 → モチベーションアップ

UISSを、各企業の情報化推進体制や推進者の立場に応じてカスタマイズすることで、
次に掲げるような目的を実現することができる。

1. 経営層自身および経営層への報告者の利用 → IT人材のポートフォーリオの把握
2. システム・ベンダへの発注時の利用

→ ユーザ主導の発注、役割分担の整合性／効率化
3. IT部門メンバの役割・キャリアパス理解

① 組織の観点 → 組織の生産性アップ
② 個人の観点 → モチベーションアップ

出典：経済産業省
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・タスクフレームワーク
ユーザ企業における情報システム機能を経営的観点から、
事業戦略も含めて体系的に整理

・機能（タスク）概要
タスク、プロセス、アクティビティを機能表現

・機能・役割定義
機能（タスク)とスキル定義

・人材像とタスクの関連

・キャリアフレームワーク

・活用プロセス

UISSの提供物

・
・
・
・
・

Ｒ
＆
Ｄ

・
・
・
・
・

Ｒ
＆
Ｄ

・
・
・
・
・

Ｒ
＆
Ｄ

・
・

・
・

・

機能名 概要

事業戦略立案
事業戦略評価

【目的】全社戦略の実現に向けた事業戦略の立案・評価
【主な機能】企業活動において、事業戦略立案・評価における以下の機能を範囲とする。
●事業戦略立案
・事業環境分析
・情報技術動向分析
・ビジネスモデル立案への助言
●事業戦略評価
・事業戦略達成度の評価
・事業戦略達成度評価のフィードバック

ＩＳ戦略立案
ＩＳ戦略評価

【目的】事業戦略実現に向けたIS戦略の立案・評価
【主な機能】企業活動において、IS戦略立案・評価における以下の機能を範囲とする。
●IS戦略立案
・対象領域ビジネスおよび環境分析
・IS戦略の立案
・全体計画の策定
●IS戦略評価
・全体計画の評価
・IS戦略の評価

ＩＴ基盤構築・維持・管理

【目的】ビジネス環境の変化や情報技術の進展に企業として継続的に対応するためのIT戦略立案、構築、評価、維持・管理
【主な機能】企業活動において、IT戦略立案・評価、IT基盤構築・維持・管理における以下の機能を範囲とする
●IT戦略立案
・対象領域ビジネスおよび環境分析
・IT戦略の立案
・全体計画の策定
●IT基盤構築・維持・管理
・IT基盤の構築
・標準体系の策定
・標準作成
・品質統制（ガバナンス）
・標準の維持・管理
●IT戦略評価
・IT戦略の評価

大項目 中項目 小項目

事業戦略立案 要求（構想）の確認 経営要求の確認

経営方針を正確に捉えることができる
企業目標を正確に捉えることができる
中長期構想を正確に捉えることができる
対象領域（事業ドメイン）を正確に捉えることができる

業務環境調査・分析（経営環境）

外部環境を正確に捉えることができる
外部環境の分析結果と企業目標の関係を文書化（情報戦略指針）することが
できる
情報を継続的に収集できる

課題の抽出

収集した情報からIS資源における課題を分析・抽出することができる。
構築面や保守・運用面から、課題を評価することができる。

業務
スキル

レベル

人材像 ビ
ジ
ネ
ス
ス
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テ
ジ
ス
ト

I
S
ス
ト
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テ
ジ
ス
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ラ
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ネ
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ネ
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ペ
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ー
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ト
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ス
ト
レ
ー

タ

I
S
ス
タ

ッ
フ

I
S
オ
ー
デ

ィ
タ
ー

7

6

5

4

3

2

1

エ
ン
ト
リ

ハ
イ

ミ
ド
ル

人材像 ビ
ジ
ネ
ス
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト

I
S
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ

I
S
ア
ナ
リ
ス
ト

ア
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ケ
ー
シ
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ン
デ
ザ
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ー

シ
ス
テ
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デ
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Ｉ
Ｓ
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン

I
S
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ

I
S
ア
ー
キ
テ
ク
ト

事業戦略立案
IS戦略立案

IS戦略実行マネジメント
プロジェクトマネジメント

IS企画
IS導入(ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ)

IS導入(ｼｽﾃﾑｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ)
IS企画評価

IS保守(ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ)
IS保守(ｼｽﾃﾑｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ)

IS運用
IS活用

IS戦略評価
事業戦略評価

IT基盤構築・維持・管理

タスク

OutputOutputOutput

InputInputInput

要求分析要求分析要求分析
業務機能
（ToBe）

策定

業務機能業務機能
（（ToBeToBe））

策定策定

スキルセット
策定

スキルセットスキルセット
策定策定

現状把握/
Gap分析

現状把握現状把握//
GapGap分析分析

育成方策
検討

育成方策育成方策
検討検討
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機能視点での位置づけの明確化
～ タスクフレームワーク

▪ ユーザ企業におけるIT部門の機能を経営的観点から、事業戦略も含めて体系的に整理

《情報システム戦略の立案と実行》

《情報システム以外の機能別戦略の立案と実行》
全社戦略

事業
戦略
策定

情報システム戦略
策定

IT基盤構築・維持・管理

共通業務

情報システム戦略実行マネジメント

情報システム戦略
評価情報システム保守

個別案件

情報システム

活用
プロジェクトマネジメント

情報システム

企画
情報システム

導入
情報システム

企画・評価

事業
戦略
評価

生産・物流

R&D

経営・管理

生産・物流

R&D

経営・管理

（戦略立案）

生産・物流

R&D

経営・管理

生産・物流

R&D

経営・管理

（計画策定）

生産・物流

R&D

経営・管理

生産・物流

R&D

経営・管理

（導入）

生産・物流

R&D

経営・管理

生産・物流

R&D

経営・管理

（計画評価）

生産・物流

R&D

経営・管理

生産・物流

R&D

経営・管理

（活用）

生産・物流

R&D

経営・管理

生産・物流

R&D

経営・管理

（戦略評価）

システム監査

セキュリティ

情報システム運用

出典：経済産業省
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《情報システム戦略の立案と実行》

《情報システム以外の機能別戦略の立案と実行》
全社戦略

事業
戦略
策定

情報システム
戦略 策定

IT基盤構築・維持・管理

共通業務

情報システム戦略実行マネジメント

情報システム
戦略評価情報システム保守

個別案件

情報システム
活用

プロジェクトマネジメント

情報システム
企画

情報システム
導入

情報システム
企画・評価

事業
戦略
評価

生産・物流
R&D

経営・管理

生産・物流
R&D

経営・管理

（戦略立案）

生産・物流
R&D

経営・管理

生産・物流
R&D

経営・管理

（計画策定）

生産・物流
R&D

経営・管理

生産・物流
R&D

経営・管理

（導入）

生産・物流
R&D

経営・管理

生産・物流
R&D

経営・管理

（計画評価）

生産・物流
R&D

経営・管理

生産・物流
R&D

経営・管理

（活用）

生産・物流
R&D

経営・管理

生産・物流
R&D

経営・管理

（戦略評価）

システム監査

セキュリティ

情報システム運用

ex. ex. ＩＴ部門の業務と組織ＩＴ部門の業務と組織

※情報システムユーザースキル標準 ： 経済産業省の要請により、社団法人日本情報システム・ユーザー協会（JUAS）が
策定した企業の情報システム部門向けのスキル標準

※ IS ： 「情報システム」 の略

IT戦略グループ

システム企画グループ

システム開発センター

システム運用グループ

システム管理グループ
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UISS活用の考え方

▪ 標準的な活用イメージ（例）

OutputOutputOutput

InputInputInput

要求分析要求分析要求分析
業務機能
（ToBe）
策定

業務機能業務機能
（（ToBeToBe））
策定策定

スキルセット
策定

スキルセットスキルセット
策定策定

現状把握/
Gap分析
現状把握現状把握//
GapGap分析分析

育成方策
検討

育成方策育成方策
検討検討

要求事項 業務機能モデル
（ToBe）

機能役割定義
（企業固有部分）

 スキルセット
人材ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ
（ToBe）

人材ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ
（AsIs）

育成方策

経営戦略
事業戦略
 IS戦略

要求事項
 UISS

 IS人材への
要求事項

業務機能モデル
（ToBe）

機能役割定義
（企業固有部分）

 UISS  スキルセット

機能役割定義
（企業固有部分）

スキルセット
人材ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ
（AsIs・ToBe）

 UISS
研修ロードマップ

▪ ユーザ企業各社の状況に応じてUISSを取捨選択、固有部分の追加等、

カスタマイズして活用することが可能
出典：経済産業省
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UISS/ITSSの比較

－2007年9月リリース活用ガイド

職種ごとに達成度指標として定義レベル設定の考え方を詳細化評価指標

職種専門分野ごとに定義
・顧客に対してサービスできるかという観点のみで
、企業内に向けての定義はされていない
・業界、業務、要素技術、及びコンピテンシーは
必要に応じ企業ごとに追加するという考え

機能のサブセットとして定義
・ユーザ部門へのサービスの観点と、経営戦略
をベースにIT戦略の立案・実施の観点で定義
・業界、業務、要素技術、及びコンピテンシー
は必要に応じ企業ごとに追加するという考え

スキル定義

－
必要により選択できるよう

網羅的に定義
機能定義

人材像、役割ではなく、辞書的 分類人材像、役割として定義職 種

共通指標としたいという考え企業ごとに考えるべきという方針キャリアフレームワーク

単一業界(IT業界)複数業界適用業界

提供者（IPA）活用者（ユーザ企業）実質作成者

ITSSUISS
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人材像の考え方
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経営マネジメント

人材マネジメント

育成・調達プラン策定企業価値の把握

ビジネス目標の達成

強み弱みの把握 技術者の現状把握

目標人材像策定

目標/現状ギャップ把握

企業間比較

キャリアプラン

モチベーションアップ

企業目標/個人目標

のすり合わせ
適材適所

適正な評価

適切なローテーション
の実施

企業目標の明確化

個人目標の明確化

実施体制の確立

改善・継続体制
の確立

必要人材の確保

評価制度へのリンク

DO
パフォーマンスアップ

ＰＬＡＮ
実施計画

SEE
（Check・Action)

目標とする人材像の位置づけ
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モチベーションの原点（１）

・企業の魅力
－会社の基盤に対する安心

－理念や戦略の共感

－事業内容への興味

－仕事の醍醐味

－組織風土との合致度

－人的な魅力

－施設や環境

－制度や待遇への納得感
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モチベーションの原点（２）

・上司の魅力
－情報提供

－情報収集

－判断行動

－動機形成、助言

・職場の魅力
－顧客接続(接点、反応確認)
－目標達成

－意欲相乗

－業務効果(効果的な業務プロセス、効果の追求)
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リーダとは
リーダとマネージャは異なる

・影響力
- 専門性

- 人間性 身体的魅力、態度の類似性、ポジティブな評価、身近

- 返報性 報いたい、期待に応えたい

- 一貫性 一貫性による予測→リーダと自分の行動を同化

- 厳しさ 畏怖の念

・マネジメント領域

- 環境 外部／内部環境 成果は外部に出る

- モチベーション スキルやナレッジを高めようとする意欲、組織への貢献度

を最大化→エントリマネジメント、イグジットマネジメント、

モチベーション・マーケティング

- ルール 役割ルール、報酬ルール

- コミュニケーション
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モチベーションを上げるには

・モチベーションをいかに上げるか
− 目標や報酬が魅力的→活動へのモチベーション大

− 達成可能性は、「成し遂げられそう」、「手に入れられそう」

「目標の魅力」×「達成可能性」

「報酬の魅力」×「獲得可能性」
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人材の要件

第2層

思考特性や行動特性を表し、＜好奇心→チャレンジ→認知＞のサイク
ルのことである。このサイクルがうまくいかないことが続くと、チャレンジを避け
るようになる。
30～35歳のビジネスマンの最初の10年で固まり、以後変えにくい。

第3層

経験や知識で蓄積されて行く特定分野の具体的能力、知識やノウハウ
など。 第3層だけを見て採用(人材調達)や評価をしているケースが多い。

第1層

自分が相手にこれだけのことをすれば、必ず相手もこれだけのことを返して
くれると信じる感情(心理学ではベーシックトラストと呼ばれる) 。
就職するまでに固まり幼児期の体験で決まる、元来変えられないもの。

本来重要
自分自身の中でPDCAを廻せる人材を登用したり、育成するというのがあるべき姿。
好奇心やチャレンジ精神が旺盛な人は、第 3層の特定分野の知識やノウハウを

自分自身でキャッチアップして行く能力を持つ。
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知識
・ 仕事でパフォーマンスを発揮するための前提

スキル
・ 知識を使って仕事でパフォーマンスを発揮する能力
・ 応用力が利く能力

利かない能力はテクニック
スキル構造
・ 専門能力
・ ヒューマンスキル(人間理解能力) コンピテンシー
・ コンセプチュアルスキル(概念化能力)

ﾋｭｰﾏﾝｽｷﾙ

ｺﾝｾﾌﾟﾁｭｱﾙｽｷﾙ

専門力

経営者

管理者

スタッフ
カッツ教授の能力と
職位の関係図

人材像を構成するスキルの構造
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専門能力とコンピテンシー

専門能力

・知識があり、知識に基づく行動をとる能力

コンピテンシー

・自分の置かれている状況を認識し、相手の期待を把握し、それに応える
行動をとる能力
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ITSS
UISS

人材像

ビジネス能力

コンピテンシー
ヒューマンスキル
コンセプチュアルスキル

専門能力

知識

対人能力
親和力、協働力、統率力

対自己能力
感情制御力、自身創出力、
行動持続力、自己変革力

対課題能力
課題発見力、計画立案力、
実践力

処理能力
思考能力
価値観

技術力
ツールの活用能力
手法の活用能力
標準の活用能力
アセスメント能力

方法論に関する知識
ツールに関する知識
ビジネス基本知識
経営管理知識

ビジネスモデルに
合わせて選択・追加

企業ポリシーから追加
企業が必要なもの！

これは部品！

人材像を構成するスキルの構造
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経験実績

専門能力

コンピテンシー

何処へ行くかは運転手の
実行力・判断力による

効率よく動かすには経験と、
操作性による

スピードはエンジンの
性能による

人材像イメージ
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活用アプローチ
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ITSSの教訓

①「標準」と付いているのだから、そのまま使わないといけないという理解になってしまう。
しかし、定義されている職種/専門分野が、自社の仕事上の役割と合わない。

－役割範囲や持つべきスキルが異なる。
－職種名になじめない。
－職種が多すぎる。
－自社で必要な職種が存在しない。

②人事制度とどう関係付ければいいか解決策が見えない。
－初めから関係させないと言い切るのか。
－将来関係付けをすることを前提に当面運用して検証していくのか。
－一部適用するようにするのか。
－当初から入れ込むのか。

③定義されている内容では汎用的過ぎて、自社のビジネスに合いそうも無い。自社で必要な
スキルを追加定義したいが、「標準」だからできないのでは？

④ITSSキャリアフレームワークでのスキルレベルを調査し、研修ロードマップを作成したが、どうも
ピンとこない。また、次のステップで何をどうすればいいか分からない。

スキル診断をして
どの職種のどのレベルに
何人いるかをマップしただけ

はっきりメッセージを
せずに中途半端に

なった

会社の思いが
入っていないまま
メニュー作りを
してしまった

何のための導入か、
目的を明確にする
必要あり！
手段から入ると

失敗する危険性大！
UISS導入手法を
十分理解して

目的にあった内容を
考えるべき！
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導入の流れ

プロセス

要求モデリング
経営戦略

事業戦略

目標人材

モデル策定

現状把握/
人材戦略策定

要求モデル

インプット アウトプット

To-Be

ファンクション

モデル

要求モデル

要求モデル

To-Be

ファンクション

モデル

スキルセット

目標人材モデル

ITスキル標準

目標人材モデル

エンジニア

保持スキル
人材戦略

目標/現状の

ギャップ

育成プラン

評価モデル

運用モデル

育成プラン

評価モデル

運用モデル

投資効果

見直し策

ギャップ情報

人材戦略

現行業務

育成プラン

評価モデル

運用モデル

実施/分析/改善

育成プラン

評価モデル

運用モデル

策定

ファンクション

モデリング

①

②

③

④

⑤

⑥

出典：IPA「経営者向け概説書」
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スキル標準導入の2つのアプローチ
▪ トップダウン型アプローチ

− 自社の経営戦略（全社戦略や事業戦略、個別戦略のIT戦略など）に基づき、ビジネス目標の達

成に必要な要件をまとめていく

− ITに携わる組織のあるべき姿を描いていくことで、必要な組織構成や人材に求められる要件を明確

にする

要求
分析

要求要求
分析分析

機能
分析

機能機能
分析分析

人材像
策定

人材像人材像
策定策定

現状現状
把握把握

ギャップギャップ
分析分析

育成育成
プランプラン
策定策定

実施実施

▪ 問題発見型アプローチ
− 事業戦略に基づくIT戦略は明確になっていないものの、企業、IT部門が抱える課題などが明確な

ケースでは、現状の機能検証からスタートするのが現実的

− 自社の組織が持つ機能と、スキル標準が提供する機能を比較・検証しながら過不足、現状の課
題を明確にし、課題の解決策やあるべき組織体制を検討していく

− 現状の課題を明確にしたうえで、トップダウンアプローチに切り替える方法も有効

機能
検証

機能機能
検証検証

現状現状
把握把握

要求要求
分析分析

人材像人材像
策定策定

ギャップギャップ
分析分析

育成育成
プランプラン
策定策定

実施実施
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要求分析

■経営計画、事業プランなど■経営計画、事業プランなど

■要求モデル■要求モデル

■経営層インタビュー■経営層インタビュー
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組織機能検証
■組織図、業務分掌規定など■組織図、業務分掌規定など

■ファンクションテンプレート■ファンクションテンプレート

■組織機能検証■組織機能検証
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キャリアフレームワーク策定

■業務分掌規定など■業務分掌規定など

■フレームワーク■フレームワーク

■人材像ワークシート■人材像ワークシート

■要求モデル■要求モデル
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人材像策定 人材像とファンクション クロスリファレンス

■Ｔｏ－Ｂｅファンクション■Ｔｏ－Ｂｅファンクション

■フレームワーク■フレームワーク

■人材像と活動局面■人材像と活動局面
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■Ｔｏ－Ｂｅファンクション■Ｔｏ－Ｂｅファンクション

活用手順と成果の全体像

目標人材像とファンクション クロスリファレンスの完成

※人材像ごとに必要なコアファンクション、サブファンクションを抽出

目標人材像とファンクション クロスリファレンスの完成

※人材像ごとに必要なコアファンクション、サブファンクションを抽出

■経営計画、事業プラン■経営計画、事業プラン

■業務分掌規定など■業務分掌規定など

■ファンクションテンプレート■ファンクションテンプレート

■フレームワーク■フレームワーク

■組織機能検証■組織機能検証

■要求モデル■要求モデル

■人材像と活動局面■人材像と活動局面

■人材像ワークシート■人材像ワークシート

■経営層インタビュー■経営層インタビュー
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要求分析
要求分析

IS戦略
IS戦略

業務プロセス
業務プロセス

UISS
（情報システム
ユーザスキル

標準）

UISS
（情報システム
ユーザスキル

標準）

ITSS 
スキル
熟達度

ITSS 
スキル
熟達度

ビジネス遂行上必要となる
スキルセット

ビジネス遂行上必要となる
スキルセット

ハイパフォーマーの行動特性
ハイパフォーマーの行動特性

Infra

L3

BP PM TE AP NW

L1

L2

L5

L4

L6

．．．

人事制度人事制度

Career Framework

エントリーレベル

Objectives

職
種
固
有

Leader 
Interview

Leader 
Interview

FunctionFunction--11

1.1.11.1.1

1.1.1.21.1.1.21.1.1.11.1.1.1 1.2.1.31.2.1.3

1.11.1 1.21.2

To Be Function Model

職種
レベル別

ITSS
達成度
指標

ITSS
達成度
指標

職務定義
職能定義

Leader 
Interview

Leader 
Interview

－評価－
スキル熟達度の向上
達成度
貢献度

－評価－
スキル熟達度の向上
達成度
貢献度

Check

Plan

育成プログラム実施
業務遂行→成果

育成プログラム実施
業務遂行→成果

Do
育成プログラム改善
業務プロセス改善

育成プログラム改善
業務プロセス改善 Action

Skill Set

Competency

①現状把握
②目標設定
③GAP分析

①現状把握
②目標設定
③GAP分析

育成プラン策定
業務目標設定

育成プラン策定
業務目標設定

レベル固有

導入アプローチと運用
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「スキル標準」の企業導入時に、必ずしなければならないこと

・ 経営者自らが内容を理解し、リーダシップをとること
・ 推進者に優秀な人材をアサインすること
・ ビジネス目標、経営戦略、IT戦略から「目標人材モデル」を

策定すること
・ 導入後の継続運用についても十分に検討すること

「スキル標準」の企業導入時に、絶対にしてはいけないこと

・ 議論せずに「スキル標準」をそのままの形で取り込むこと
・ 理解度の低い担当者に丸投げする（責任を押し付ける)こと
・ 「目標人材モデル」 を策定せずにスキル診断を行い、人事に取り入れること

スキル標準導入におけるポイント
～「IPA発行 経営者向け概説書」より
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ライフ
プラン

企業と個人の関係

社
員

自
己
実
現

変化に柔軟で、競争力の
ある魅力的な企業

キャリア

デザイン

Check
熟達度
達成度
貢献度

全社人事制度

スキル
アップ
支援

業績目標
と

人材投資

企
業

ビ
ジ
ョ
ン
・ビ
ジ
ネ
ス
目
標
の
達
成

スキル戦略

部門で
必要な
スキル
把握

個人の
スキル
開発

目標スキル
可視化 保有

スキル
可視化経

営
戦
略

社員の
最適
配置
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添付資料
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ITSSキャリアフレームワークでの企業間比較

Strategic
Planner Producer Project

Director
IT

Architect
ストラテジッ
クプラン
ナー

プロデュー
サー

プロジェクト
ディレクター

ITアーキテ
クト

モ
バ

イ
ル
ビ
ジ

ネ
ス

モ
バ

イ
ル
シ
ス

テ
ム

モ
バ

イ
ル

ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク

デ
ー

タ
ベ
ー

ス

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ

O
S

・
ミ
ド
ル

ウ

ェ
ア

デ
ベ

ロ
プ
メ
ン

ト

レベル7

レベル6

レベル5

レベル4

レベル3

レベル2

レベル1

ミドル
レベル

エントリ
レベル

コンサルタント ITマイスタ

専門分野

職種

ハイ
レベル

Consultant IT Meister

ITスキル標準
スキル定義

取得資格

業務知識

要素技術

ﾊﾟｰｿﾅﾙｽｷﾙ

業界知識

ITSSキャリアフレームワーク

の活用

企業キャリアフレームワーク
(目標人材モデル)の活用

独自追加
スキル定義

ｽｷﾙ領域

出典：IPA「経営者向け概説書」

企業モデルとは別に、ITSSキャリアフレームワークを利用して
IT業界での(企業、個人) 位置づけも同時に確認したいとき
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株式会社スキルスタンダード研究所
http://www.skills.jp/

E-Mail： contact@skills.jp


